
共立女子大学　看護学部　カリキュラム・ツリー

ディプロマ・ポリシー

DP１ DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8 DP9 DP10
幅広い教養 自然科学的・臨床医学的知識 人間科学的・社会医学的知識 倫理観、自律性 コミュニケーション能力、看護技術 多職種・多機関連携 アセスメント力、実践力 社会資源の活用・開発 研究能力、自己研鑽 チームワーク、リーダーシップ

看護の対象となる人々と社会を多角的に捉えるため
の幅広い教養を身につけている。

科学的根拠に基づき、看護を適切かつ安全に実践す
るための専門的知識と情報・科学技術を活用する能
力を身に付けている。

看護の対象となる人々を生活者として捉え、生活とそ
の基盤となる社会を理解するための専門的知識を身
につけている。

人々の尊厳と権利を擁護する姿勢、並びに高い倫理
観に基づき、自律的な判断のもと行動することができ
る。

看護の対象となる人々の健康課題に応じて、ケアを
行うためのコミュニケーション能力と看護技術を身に
つけている。

地域包括ケアシステムの中で、多職種・多機関と連携
・協働して支援を行う上で、看護職が果たすべき役割
を理解している。

看護の対象となる人々の発達段階、心身の状態、生
活状況から健康課題をアセスメントし、個別性に応じ
た安全な看護ケアの計画立案・実施・評価を行うこと
ができる

看護の対象となる人々を取り巻く環境（家族、地域の
特性、社会資源）を把握し、健康課題に応じて、多職
種・多機関と連携・協働して社会資源を活用・開発す
るための計画を立案することができる。

社会的ニーズと自身の関心に基づき主体的に学修
し、課題を明確化するための基礎的研究能力と、自
己研鑽して複雑化・国際化する社会への貢献を目指
す態度を身に付けている。

看護の対象となる人々や保健医療福祉チームのメン
バーと信頼関係を構築し、目標設定及び解決のため
に、他者の考えを理解し、自身の考えを述べることが
できる。

統
合
科
目

CP2－4
『専門基礎科目』『専門基幹科目』『専門展開科目』の学修を統合する科目
を配置する。「統合ケア演習」「看護学総合実習」「公衆衛生看護学実習」に
おいては、これまでの学修を統合して、多職種・多機関の連携・協働につい
て実践的に理解させるとともに、医療チームの一員として看護を実践するた
めのマネジメント能力等を養成する。
「卒業研究」においては、これまでの学修内容の中から研究課題を設定し、
研究プロセスに則って論文を作成し発表する。

看護学総合実習Ⅱ
卒業研究

看護学総合実習Ⅱ 統合ケア演習 看護学総合実習Ⅱ 統合ケア演習 卒業研究 看護学総合実習Ⅱ
卒業研究

看護学総合実習Ⅰ
看護学総合実習 II
公衆衛生看護学実習
卒業研究

看護学総合実習Ⅱ 看護学総合実習Ⅰ
看護学総合実習Ⅱ
統合ケア演習

看護学総合実習Ⅱ 看護学総合実習Ⅱ
統合ケア演習

公衆衛生看護学実習※
卒業研究

看護学総合実習Ⅰ
看護学総合実習Ⅱ
卒業研究
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CP2－3
患者安全※
リハビリテーション看護論※
国際看護論※
保健指導・健康教育論※
家族看護学※
がん看護論※
災害看護論※
看護管理学※
学校保健・産業保健※
エンドオブライフケア論※
認知症看護論※
公衆衛生看護管理論※
健康危機管理論※
ペイシェントフローマネジメント論※
ウィメンズ看護論※

専門展開科目は、学生が卒業後看護専門職としての役割を果たし、社会に
貢献していくために、各専門領域で学んだ知識・技術・態度を基盤として、
看護職としての専門性を発展させ、看護実践能力を開発する能力を育成す
ることを目標とし、各専門領域の枠を越えて今後の医療・看護の現場にお
ける課題解決のために必要な知識・能力を養う科目を選択科目として配置
する。

専
門
基
幹
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目

CP2－2
地域看護学概論
在宅看護概論
成人看護学概論
老年看護学概論
小児看護学概論
母性看護学概論
精神看護学概論

基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域看護学概論
在宅看護概論
地域在宅看護学実習
成人看護学概論
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学概論
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学概論
小児看護学実習
母性看護学概論
母性看護学実習
精神看護学概論
精神看護学実習
看護研究法
総合技術演習（OSCE）

基礎看護技術論
日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
在宅看護援助論
在宅看護援助演習
公衆衛生看護展開論
地域在宅看護学実習
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助演習Ⅰ
成人看護学援助演習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学援助論
老年看護学援助演習
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習
総合技術演習（OSCE）

地域看護学概論
地域看護学援助演習
在宅看護概論
在宅看護援助論
在宅看護援助演習
地域在宅看護学実習
成人看護学概論
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助演習Ⅰ
成人看護学援助演習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学概論
老年看護学援助論
老年看護学援助演習
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学概論
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
母性看護学概論
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
精神看護学概論
精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習

ヘルスアセスメント論
看護過程展開論
基礎看護学実習Ⅱ
地域看護学援助演習
在宅看護援助論
在宅看護援助演習
地域在宅看護学実習
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助演習Ⅰ
成人看護学援助演習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学援助論
老年看護学援助演習
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習
総合技術演習（OSCE）

地域看護学概論
地域看護学援助演習
在宅看護概論
在宅看護援助論
在宅看護援助演習
地域在宅看護学実習
成人看護学援助論Ⅰ
成人看護学援助論Ⅱ
成人看護学援助演習Ⅰ
成人看護学援助演習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学援助論
老年看護学援助演習
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学援助論
小児看護学援助演習
小児看護学実習
母性看護学援助論
母性看護学援助演習
母性看護学実習
精神看護学援助論
精神看護学援助演習
精神看護学実習

公衆衛生看護展開論※
看護研究法

日常生活援助技術論Ⅰ
日常生活援助技術論Ⅱ
医療支援技術論Ⅰ
医療支援技術論Ⅱ
基礎看護学実習Ⅰ
基礎看護学実習Ⅱ
地域看護学援助演習
在宅看護援助演習
地域在宅看護学実習
成人看護学援助演習Ⅰ
成人看護学援助演習Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ（急性・周手術期）
成人看護学実習Ⅱ（治療期）
成人看護学実習Ⅲ（予防・維持期）
老年看護学援助演習
老年看護学実習Ⅰ（地域）
老年看護学実習Ⅱ（病院）
小児看護学援助演習
小児看護学実習
母性看護学援助演習
母性看護学実習
精神看護学援助演習
精神看護学実習

専門基幹科目は、専門的職業人として必要とされる看護学分野の専門的な
知識と技術、態度の修得を目標とする。特に、「援助演習」「実習」科目で
は、グループワークを活用し、チームワークに求められる態度とリーダー
シップを養成する。
1）基礎看護学領域の科目：健康生活を支えるための看護技術の原理と基
礎を学ぶための『基礎看護学』領域の科目として 1・2年次に配当する。
2）各専門領域における看護活動の学修：看護対象者のライフサイクルや健
康課題に応じて行う看護活動の基礎を学ぶために、『地域・在宅看護学』
『成人看護学』『老年看護学』『小児看護学』『母性看護学』『精神看護学』領
域の科目を1年次から4年次まで配当する。
各専門領域においては、授業科目の構成を大きく「概論」「援助論」「援助演
習」の三段階に分けて展開する。
「概論」においては、各ライフサイクルにおける看護対象者の特徴や、健康
課題の特徴、健康の保持増進のための社会の取組み、健康レベルに応じ
た看護対象者へのアプローチの基盤となる理論等、各専門領域の全体を
俯瞰した基礎的な知識を修得する。
「援助論」においては、「概論」で学んだ知識を基盤として、対象者の健康上
の課題を捉え、看護援助の具体的な方法、看護過程について学修する。
「援助演習」においては、「概論」及び「援助論」で学んだ知識を基盤として、
具体的な事例を設定し、学内において援助技術を身に着けるための演習を
行う。
3）総合技術演習（OSCE）：3年後期からの各専門領域の実習開始前に、こ
れまで学んだ知識・技術・態度を総合した臨床能力を客観的に評価し、臨
床実習に臨むにあたり個々の学生が自己の臨床能力の課題を把握すると
ともに、必要な学習に主体的に取り組めるようにするために、「総合技術援
助演習（OSCE）」を3年次前期に配置する。
4）看護研究法：将来にわたり自己研鑽を継続し、看護実践のための専門性
を発展させるために、自発的な能力開発を継続するための能力や基礎的な
研究能力を育成することを目標とし、「看護研究法」を配置する。
5）臨地実習：各科目で修得した知識・技術・態度を、看護実践の場面に適
用し、理論と実践を統合する能力を養い、保健医療福祉チームと連携・協
働して看護を提供することができるように「臨地実習」科目を編成する。「臨
地実習」は講義と実習の進度に応じて、学修効果が得られるように、それぞ
れ相補性を持たせ、 1年次から4年次まで段階的に配置する。
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CP2－1 解剖生理学Ⅰ
解剖生理学Ⅱ
生化学
病理学
微生物学
栄養学
薬理学
病態と治療Ⅰ（臓器疾患）
病態と治療Ⅱ（全身システム疾患）
病態と治療Ⅲ（老年科疾患）
病態と治療Ⅳ（産婦人科疾患）
病態と治療Ⅴ（小児科疾患）
病態と治療Ⅵ（精神科系疾患）
疫学Ⅱ

発達心理学
看護学概論
人間関係論
ふれあい実習
患者安全
保健医療福祉行政論Ⅰ
疫学Ⅰ
保健統計
看護統計

看護学概論
ふれあい実習
患者安全
看護倫理

看護学概論
人間関係論
看護英語
ふれあい実習

多職種連携論 看護学総合実習Ⅱ 保健医療福祉行政論Ⅱ※
看護統計
疫学Ⅱ※

ふれあい実習

専門基礎科目においては、看護学を学修する上での基礎・基盤となる知識
・能力・態度を養成する。具体的には、看護の対象である人間や、健康生活
を取り巻く社会環境などについて理解することを目標とし、『人体の構造と
機能』、『病態と治療』、『看護の基盤』、『社会と医療』に区分して 1・2年次を
中心に配当する。
1）人体の構造と機能：環境と相互作用しながら変化していく人体の構造・機
能を学ぶことを目標とし、 8科目を配置する。
2）病態と治療：発症する病気の病因・病態や症状の特徴、必要な検査、及
び治療について学ぶことを目標とし、 6科目を配置する。
3）看護の基盤：看護の本質を理解し、看護実践に必要な基礎的理論およ
び基本的なコミュニケーションについて学ぶことを目標とし、 5科目を配置す
る。
4）社会と医療：保健・医療・福祉の制度や理念、人々の健康を保持増進す
るための地域社会の役割及び地域社会の健康状態を把握し、多職種と連
携していくうえで必要とされる知識・能力を養成することを目標とし、 6科目を
配置する。

教
養
教
育
科
目

CP1 教養教育科目 生物学への招待 英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ

情報処理
課題解決のためのリーダーシップ入門
データサイエンスと ICTの基礎

基礎ゼミナール
課題解決のためのリーダーシップ入門
協働とリーダーシップコア科目

学生を、ひとりの女性・ひとりの人間として自律できる人材、すなわち日々の
生活を豊かに充実して生き、主体的に社会に参加・貢献して責任ある役割
を果たす人材として育成するために設けられた「自律と努力コア」「創造と
キャリアコア」「協働とリーダーシップ」を設ける。

アドミッション・ポリシー

AP1-1 AP1-2 AP1-3 AP2 AP3-1 AP3-2

【知識・技能】
看護学部で学修する基盤として、高等学校相当の知識を幅広く修得して
いる。

【知識・技能】
看護学部で学修する基盤として、高等学校「国語」と「英語」を通じて、コ
ミュニケーションスキルの基礎となる読む・書く力を身につけている。

【知識・技能】
専門科目を学修する基盤として、高等学校理科における「生物基礎・生
物」「化学基礎・化学」分野の知識、並びに数量的スキルの基礎を身につ
けている。

【思考力・判断力・表現力】
他者の意見や考え方を尊重し、自らの考えを整理・表現するための基礎となる思考力
・判断力・表現力を有している。

【主体性を持って多様な人々と協働する態度】
看護専門職として社会に貢献する強い意志を持ち、自己の資質向上のため
の課題に、主体性を持って最後まで取り組む態度を有している。

【主体性を持って多様な人々と協働する態度】
リーダーシップを発揮し、他者と協力して何事にも積極的に取り組む意欲を有
している。

※各科目は「カリキュラムマップ」でディプロマ・ポリシーとの対応関係が「◎」の科目を記述している。

アセスメント科目


